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海外における 低レベル放射性廃棄物処分施設 

フランス : オーブ処分場、 スペインエルカブリル 処分場 -- 一 

l . はじめに 2 . オーブ処分場 

前号に続いて、 ヨーロッパにおける 新しい低レ Ⅲ 背景および施設構成 

ベル放射性廃棄物処分施設の 現況を紹介する。 オーブ処分場はパ リ 東方約 150km に位置してお 

ここでは、 フランス、 スベインのそれぞれの 施 り、 フランスで 2 番目の低レベル 放射性廃棄物処 

設 についてその 概要を報告するとともに、 処分さ 分場として建設され、 1992 年 1 月に操業を開始し 
れる廃棄体の 形態についても 言及し、 今後のわが た。 敷地は約 95 ヘクタールあ り   そのうち約 30 へ 

国の低レベル 廃棄物方策で 検討すべき廃棄体形態 クタールが処分施設の 敷地として使用されている   
の 参考に供することとする。 敷地から約 4km の取り付け道路により 高速道路 

わが国の現状では、 六ケ所 低レベル廃棄物埋設 およびブリ ネ ・ ル ・シヤ トウ の専用鉄道ターミナ 

センター ず 受入れ可能な 廃棄物 ( 廃棄 体 ) は、 均 ルに連絡している。 
一回 ィ Ⅲ 本て     、 200 名ドラム缶に 固聖 化されたもの 最初の低レベル 廃棄物処分場であ るう・マンシ 

に限定されている。 このため、 原子力発電所及び ュ処分場は、 既に廃棄物受入れ 量が計画 値 に達し 

埋設センター 側の取扱い搬送システムは、 2002  つつあ り、 1ggtM 午をもって受入れを 停止すること 
ドラム缶専用の 施設となって い る。 今後、 均一固 になってし ろ 。 19g1W 年は国内の全処分量の 半分 づ 

化体以外の廃棄体を 順次受入れることが 計画され つ を う ・マンシュ と オーブ各々の 処分場で受入れ、 
ており、 長期的には、 あ る程度の放射線遮蔽を 要 l994 年からは、 全量をオーブ 処分場が受入れる 計 
する廃棄体を 取扱う必要も 生ずることが 考えられ 画となっている。 オーブ処分場の 施設構成は以下 
る 。 また、 2ooe ドラム缶以覚の 大型廃棄体形態 に示す通りとなっており、 そのサイト全景を 図一 

も効率的な取扱い、 搬送の観点から 必要性が認識 ] に示す。 
されるものと 尼 、 われる。 ・処分構造物 ( ブラットホーム ) 及び屋根付クレ 
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Ⅰ ノ 

図一 @  サイト全景 

- ン ね 、 グラウト固化される。 また原子力発電所の プ 

  廃棄物処理津屋 ( グラウト注入設備及び 高圧縮 コ セス廃棄物は、 通常コンクリート 容器に固 聖 化 

戚容設備 ) 処理されたものがオーブ 処分場に輸送されてくる。 

  廃棄伸 - 時保管 建屋 従ってここで 受入れる低レベル 廃棄物の形態は 、 

  メンテナンス 建屋 かなり多様で、 200i /4009 ドラム缶、 金属ボッ 

  サービス津屋 ( 凡退城、 放射線管理設備等 ) クス 4 種類、 コンクリート 容器 ( 高さは統一され 

  哩 戻し (Final cap) 実証試験場 お て り 、 廃棄物により 遮蔽のため直径が 異なる ) 

  構内廃水葉水プール 数種類となっている。 
  気象観測 塔 オーブ処分場の 廃棄物受け入れ 能力は、 計画 量 
  事務津屋その 他付属津屋 100 万 m] 亡 ラ・マンシュ 処分場のおよそ 2 倍 と 

  ヒ     ジターセンター なっている。 今後の低レベル 廃棄物発生量は 、 年 

Ⅲ 処分場の運用と 受入れ廃棄物 間 約 3 万 2 千 m3 と見込まれており、 30 年間程度 

処分場は ANDRA  ( 放射性廃棄物管理国家機 の受入れが可能であ る。 

関 ) により建設、 運営が成されており、 国内の原 は   設備概要 

子力発電所、 研究機関、 医療機関等すべての 施設 処分構造物及び 屋根付クレーン 
づ 

から発生する 低レベル放射性廃棄物を 受入れるこ 処分構造物は、 コンクリートセルで、 その上端 
ととなっている。 発生光で固理化処理をされない 近くまで掘り 下げたクレイ 層の整地部分に、 建設 
可燃物を含む 圧縮性雑固体廃棄物は、 通常 200e  されている。 ユニット寸法は、 24mLX2lm Ⅵ ， X 

ドラム缶でここに 送られ、 一元的に、 圧縮減 容し 5mH で、 これを共通コンクリート 基盤上に lm 

た上 40[M4 ドラム缶にバラウト 固化されている。 間隔て増設するようになっており、 一列の ユニツ 

199;, 咋末 まては、 原子力発電所 て     発生する圧縮 ト数は 4 一 5 基てあ る。 廃棄物定置中のセルはそ 

  性雑固体廃棄物は EDF ( フランス電力庁 ) の運 の上部を屋根付クレーンが 跨いており、 約 2 セル 

用のもと、 ビジェ原子力発電所で 集約処理されて 分の雨覆いは OmLx26mW れ， ) な 形成している。 
きたが、 1994 年からは、 この設備は廃止され、 オ セルの一部は 搬入用トレーラートラック 通路とし 

ーフ処分場にその 役務を移管することになってい て使用する開口部が 設けられており、 後からこの 

る。 ANDRA と KDF ては、 低レベル廃棄物対策 開口部を施工し、 完全なセルに 完成する。 この断 

を協調して推進しており、 円滑な運用が 図られて 面構造を図一 2 に示 す 。 最終的には 6 基の屋根付 

いろ。 非圧縮性雑固体廃棄物は、 原子力発電所発 クレーン ( 最大帝上容量 35t) が稼働できるよう 
生分も含め、 金属ボックスでオーブ 処分場に送ら になっている。 オーブ処分場では、 ラ ・マンシュ 

O 



の 埋設構造のようにモノリス 構造の上に チュム リ メンテナンス 産屋 

構造を積み上げる 方式はとらず、 全ての廃棄 体は、 この津屋 は 、 管理区域内に 出入りする車両の 管 

セル内に収納されている。 理 、 汚染車両、 物品の洗浄、 通常の機器補修等を 

行フ ， - , 。     
埋め戻し実証試験場 

2000 年頃 から開始される 処分構造物の 埋め戻し 

方式の妥当性を 検証するため、 フルスケールの 埋 

め 戻し構造 ( クレ イ層 ノビチューメン 層 /. 砂層 / 

粘土層 / 砂層 ソ 表層土及び植生 ) を構築し、 その 

図一 2  処分施設断面構造 透水率、 健全性を実測している。 仝後 ln 年 以上 継 

続する予定で、 計画透水係数は l.hml,n,   Ⅳであ る。 

各セルへの廃棄 体 収納は、 廃棄 体 容器の形状 及 構内廃水葉水ブール 
び 耐久・佳容器 ( コンクリート 容器 ) か 腐食性容器 約 3 万 m, の溜め池で、 構内の雨水を 集水し 白 

( 金属ドラム缶または 筒型金属容器 ) かによって 由 し流出するのを 規制し、 必要により汚染監視も 

区分され、 異なった形態の 廃棄 体 が同一セルに 収 フ @ 

納 されることはなく、 耐久性容器のセルは 空隙に その他の施設 

礫を 、 腐食性容器のセルはバラウト 注入をした後 その他施設 ヒ して、 気象観測 塔 、 管理事務 棟 、 

天井部のスラブが 施工される。 最大 6 種類の廃棄 厚生施設 棟 、 ビジターセンタ 一棟が設けられてい 

体を同時に扱 う ことが可能であ る。 これらのセル る。 

の底部は防水仕上され、 中心に向かうてわずかな (4, 廃棄 体 容器 
勾配がとってあ り、     廃水ロ が 設けてあ る。 この 排 オーブ処分場で 受け入れている 廃棄 体は 、 原則 

水ロ は 、 コンクリート   基盤の下に設置された 点検 として輸送容器と 廃棄 体 容器を兼ねており、 低レ 
@ 路まて配管 て     接続されており、 埋め戻し後のセ ベル廃棄物の 放射線量率のかなり 広い範囲をカバ 

ル内侵入水モニタ 設備を構成している。 一 している。 このため、 放射線。 遮蔽の不要なもの 

廃棄物処理 産 屋 から、 コンクリート 構造が遮蔽を 兼ねるもの、 コ 

廃棄物処理津屋にはバラウト 注入設備と高圧縮 ンクリート構造に 鉛 遮蔽を複合したもの 等多種類 

戚容設備が設けられており、 建 屋内は負 圧で   運転 に直っている。 

されている。 グラウト設備は、 負星金属容器 (5  金属ドラム缶 

m¥ 、 l0m3) で送られてきた 非圧縮性の雑固体に 2004 と W0O せのものが使用されているが、 前者 

グラウトを注入し、 回生 仕 処理をおこなぅ。 また、 は、 通常の石油 ィ ヒ字 ぞ 使用されている 汎用ドラム 
高圧縮減 容 設備は l50Dt プレス設備であ り、 国内 缶で、 板屋 が 0 ． glnm のものが多い。 取り扱う廃 

各原子力施設から 送られてきた 20M Ⅰドラム缶詰 棄物は 、 ぱとんビ が圧縮性の雑固体廃棄物であ り   

の 圧縮性雑固体を 3 分の l 程度の容積に 減害 した 一部では非常に 放射線、 レベルの低 い 庭樹脂の固 ィヒ 

上、 4D 囲 e ドラム缶に 充 損してグラウト 固化処理 体 容器として使用されている。 

な 行う。 付帯設備としてこれらの 運転管理制御 設 400f ドラム缶は、 専用に開発された 特殊構造 

備 、 放射線管理設備、 ユ ー テイリティ設備等が 設 の ドラム缶 て     、 2002 ドラム缶入り 圧縮性雑 固 7 本 

直 されている。 廃棄物の高圧縮減 容 物を収納」、 グラウト固化す 

廃棄伸一時保管理 屋 るのに便利なよう 工夫されて l 、 る 。 このドラム缶 

廃棄体の一時保管は、 廃棄物取扱いの 一連のル 構造を図一 3 に示す。 ドラム缶は輪 帯 のな い スト 

ートが何等かの 理由で停滞した 場合のバッファ 設 レートな胴をしていて、 内部に補強とセンタリン 

備 で、 廃棄物処理設備支障時の 受入れ廃棄物の 保 グ ガイドを兼ねた 金具が取り付け ， れており、 グ 
管 、 グラウト施工に 適さな い 寒冷期間中の 保管   ラ ウト注入時に 圧縮減 容物 の 浮   上を押さえるクロ 

廃棄物に関する 追加情報の取得待ち 等の場合に使 スバーが付属している。 また、 蓋の構造も合理的 

円される。 ゲぃ その中心部には 古検 用 ねじブラ グ が設けてあ 

る 。 
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図一 3  400 Ⅰドラム高圧縮減 容 廃棄 体 

コンクリート 容器 

主に 、 P ⅡⅤ K 発電所のプロセス 廃棄物固化体に 

適用される鉄筋コンクリート 製の容器てあ る。 
  140.000 

取り扱う廃棄物の 放射線レベルが 上ヒ較 胸高い濃   

つコ       コンテナ田内容器 

タ 、 焼肉構造物等の 固 ィヒ 体が 3 才 家 になっており、                                                                                                                                   Ⅰ 
それぞれの容器表面線量率を 許容値に抑えるため、           
必要なコンクリート 厚 、 内装する 鉛 遮蔽等の組み   

  
． 熱 L         目縮 ． 尭仮を コンク         

合わせができるよ う 工夫されている。 一般的に使     一 @ 容器に直佳人れると     
      ひき．れが発生するだ の   

円 されている型式は C Ⅰ、 C2 、 C4 て     、 同一・ 処 @@@ 一 

ひ ひ 割 ． 力 。 防止 甲と L て使 
  

分 セルに定置しやすいよう 容器高さが統一されて     
  

いる " 主要寸法は次のとおりであ る。 

型式 外径 全高 肉厚 内容積 重量 図一 4  C l 型 

Cl 1.4m 1.3m 0 ・ 15 皿 2.0m, 3 一計 フイルター 甲 コンク uJ 一 t コンテナ 

  放射能 レペル の高いとき ) 
C2 l.4 l.3   3 一 5 

C@4-1-4 l.l l.3 0 ・ 15 1.25 2-4   センタ     ンク内力こ・     舘 L や @ い 内容器   
この内 C4 型は 、 王に廃樹脂のプラスチック 固 

化体に使用されており、 内部に使い捨てのミキサ 軍 

翼が 装備されているぽか、 放射線レベルに 応じて、 
必要な内装鋼板、 鉛 遮蔽 厚が 4 段階に選択できる 

よう になっている。 また、 小さな 窟棚求 を固聖化 材     センタ     ング セ ンクリンク   
に 混合して遮蔽効果を 補完している。 これらコン スペーサ ス @ 一サ   
クリート容器の 概要を図一 4 、 5 、 6 に示す。 図一 5  C2 型 
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図一 B  C 4 一 l 型 

円型金属容器 
非圧縮性の金属、 コンクリート 片等の雑固体は、 

収納効率、 輸送効率の観点から、 主に鋼製 角 聖容 

器が使用されている。 これらの 雑 固体はオーブ 処 
分場でグラウト 固化される。 容器は、 シリーズ化 

された同様構造のもので、 次の 3 種類の大きさが 

あ る。 

2.Rm, 銅製 角 聖容器 

1,7mL  X  l.7mW  x  0.85mH 

スは 3.4  X  0.85  X  0.85 

5,0m3 鋼製 角聖 容器 

1.7mL  X  l.7mW  X  l.7mH 

10.Om' 鋼製 角 聖容器 

3.4mL  X  l.7mW  X  l.7mH 

これら容器の 外形を図一 7  に示す。 

に 操業を開始した。 敷地総面積は 1100 ヘクタール 

あ り、 このうち約 211 ヘクタールが 処分場に使用さ 

れている。 この地域は エ ル カ ブリル 層 として知ら 

れ、 主に片麻岩と 雲母層から構成される 丘陵地ず 

あ る。 以前からここは、 小規模な低レベル 放射性 

廃棄物貯蔵 施設 (2002 ドラム缶 15,000 本 ) とし 

て使用されていた 経緯があ る。 処分施設の基本は 

フランスの方式を 参考としており、 高取出し可能 

な工学的 浅 地層処分施設として 位置付けられてい 

る。 サイトは処分ゾーンと 処理施設、 付属 建屋ゾ 

一ン 0 2 区域から構成されており、 次のような 施 

設が設けられている。 

・ 北 貯蔵 プラットホーム 

・ 南 貯蔵 プラットホーム 

・プラットホーム 雨水ドレンプール 

，プラットホーム 底部ドレンタンク 

・廃棄物処理津屋 

・出入り管理津屋 
・分析試験室 
・処分容器製造および コ ンクリートプラント 

・補修設備津屋 

・事務管理 津 屋 

・その他付属津屋 

サイトの配置を 図一 8 に示す。 

(2) 処分場の運用と 受人 れ 廃棄物 

このサイトは、 原子力委員会 (JEN) の所有 

になる鉱山で、 1961 年収未小規模な 低レベル放射 

性 廃棄物貯蔵 施設として利用されてきたが、 1986 

年 ENRESA  ( 全国放射性廃棄物公社 ) に移管さ 
れ、 以後 ENRESA の管理サイトとなった。 

受入れの対象となる 廃棄物は、 国内 10 原子力発 
電所、 原子燃料施設、 CIEMAT ( エネルギー・ 

環境技術研究センタ 一 ) 、 研究機関、 医療機関等 

から発生する 低レベル廃棄物であ る。 また、 この 

処分場の特徴として、 廃棄物の集中処理サービス 

図一 7  円型金属容器覚観 施設としての 機能を併せ備えている。 ただし、 次 

この他、 角 型 コンクリート 容器、 4002 ドラム の条件の範囲としている。 

缶に代えて高圧縮減 容 処理体の収納容器として 金 ，小規模原子力施設の 低レベル廃棄物処理 
属 繊維補強のコンクリート 容器 ( 外径 840mm 、   全ての施設の 圧縮性廃棄物の 高圧縮減 容 処理 肉厚 75m Ⅲ 、 高さ 1200mm)  も提案されてい る   エ ル カ ブリ ガ で発生する全ての 廃棄物処理 

・受入れ廃棄物のコンクリートコンテナへの 充填 

3 . エルカブリル 処分場 固イヒ 処理 

Ⅲ 背景および施設構成 原子力発電所、 C@MA 下等大規模施設では、 圧 

エ ル カ ブリル処分場は 、 ヌ、 ペイン南部のコルド 縮 性廃棄物以覚は、 それぞれの施設で 固聖化処理 

" の 西北約 60km に位置している。 ヌ、 ペイン最初 をすることになっている。 廃棄物の輸送は 、 全て 

の低レベル放射性廃棄物処分場として 1992 年 10 月 トラックに 2 0 行われ、 廃棄物の輸送形態は、 200 
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図一 B  施設の配置 

9, ドラム缶が主体であ る。 廃棄物に含まれる 放射 て 、 コンクリートコンテナに 同型化された 廃棄物 

  性 核種は次の受入れ 基準 て     制限されている。 を 大型専用トラックから 受けとり、 セル内に定置 

レベル 1 廃棄物 する。 1 セル内のコンクリートコンテナⅡ叉ぁ 内容量 

全な 1.85X  l0 ， Bq,9  以下 は 32m 個て     、 l0X 8 列の 4E 支 積みてあ る。 この ク 

半減 W, 午 以下の p.y 1.85Xlo'Bq/g  以下 レーンは廃棄物処理 建 屋の制御室から 遠隔操作に 
半減 M; 午 以上の p Ⅳ 7.4 X Ⅰ O 。 Bq/g  以下 より運転されており、 25t の容量を持っている。 
， H 7.4 X1O,Bq/f 以下 プラットホームドレンタンク 及び プ一 J レ 

レベル 2 廃棄物 廃棄 体 定置後のセル 内 底部ドレンは、 ホールテ。 

全な Ⅱ l 工 85X  l0 ， Bq,9  以下 インクタンクを 経由してドレンタンクに 集められ、 

@Co 3 70X  l0 ， Bq,9  川下 - モニター後放出される。 汚染が検知された 場合は 、 

9.0S Ⅰ 3.7OX  lo 、 Bq,9  以下 廃液処理設備で 処理されるが、 通常は防水処置が 
'"Cs 3.70X  l0;Bq,9  以下 とられており、 水が検知されることは 虹い 。 また、 

現状の施設の 受入れ容量は、 コンクリートコン 雨水ドレンは、 プールに集められ、 モニター後 放 

テナ に 固 理化した廃棄体で   約 35,0 叩 m- であ る。 出される。 

は ， 設備概要 廃棄物処理 建屋 
貯蔵 プラットホーム 及び屋根付クレーン この津屋には、 主に次の設備が 設置されてお     

貯蔵 施設は、 ブラットホームと 呼ばれる f6oc.m  処分施設全体の 運用の中核設備となっている。 

厚の底盤スラフ     上に 24mL  x  lgm Ⅵ -X  l0mH  の コ 集中Ⅰ 哀 ト高帝Ⅱ 律 Ⅱ 室 
ンクリートセルが 2 列に構築されており、 北 ブラ 放射線監視 設 ・ 備 

ツ トホームは 16 基、 南プラットホームは 12 基の セ 1200t 高圧縮減 容 設備 

ルで 構成されている。 セルの底部はポリエチレン 焼却処理設備 
の コーティンバが 施されており、 中心に向かい 勾 モルタル注入設備 

配 がつけられ、 廃水孔を通して 透明なホールディ その他主要ユ ー ティ り ティ設備 

ンクタンクに 連絡している。 廃棄体を定置するょ 場 国内原子力施設から 輸送される圧縮性廃棄物は 
合は、 底部コーテインクの 上に 10 一 20cm 厚のポ ここ て     集約処理され、 約 3 分の 1 以下に減 零 され 

ーラスコンクリート 板を置き、 水平にして定置す た 後 コンクリートコンテナに 充填され、 モルタル 

る ，ホールディンバタンクは、 ブラットホームの 注入設備でグラウト 処理される。 また、 焼却処理 
下に設置された 点検通路に置かれており   ここか 設備は、 小規模原子力施設から 収集された可燃物 

ら配管でドレンラインに 導かれる。 セルには、 屋 及び処分施設で 発生した可燃物を 処理している。 
根付の走行クレーンがセルを 跨りて設置されて ぃ 甘 サトガステ 乎ミは セラミックフィルタ、 HEPA ブ イ 

O
 



T 粘土層 ( 難 透水 

膜層 ( ヒ チュー ブ       

埋め戻し構造 
( 暫定計画 ) 

図一 9  埋設施設の概要 

ルタ で・処理している。 る 。 

出入り管理産屋 埋め戻し構造 ( 暫定計画 ) 
廃棄物輸送トラック 及び作業者の 出入り管理を プラットホームの 設置レベルは、 地表面から 約 

行う ヒ 共に、 放射線管理区域の 境界を形成してい 5m 程度の半地下構造てあ る。 このため、 廃棄 体 
る。 ここには、 車両用の汚染モニタⅠ捺染設備 定置後のコンクソートセルの 埋め戻しは、 地表面 
が 設けられている。 より l0m 程度の高さになるものと 予想される。 

分析試験室 埋め戻し構造は、 選定された適切な 素材を多層 

廃棄物処理津屋に 隣接して設置されており、 受 に組み合わせる 計画となっており、 今後詳細が 検 

け 入れた各種廃棄物の 物性、 放射能等の分析試験 記されることになるが、 現時点での暫定計画では、 

を 実施する。 かなり放射能の 高 い 物も取り扱える 透水層、 防水層から成る 7 層構造が検討されてい 
よう、 ステンレスライニンクのホットセルにはで る。 多層の構成は、 表層部から次のようになって 

二 プレータ 2 台、 ドラム缶解体設備、 コアーサン いる。 

ブ ラ、 機械強度試験機、 天井クレーン 等が備 えろ 表層 土 ( 保護 層 ) 

れている。 粗礫層 Ⅱ 呆護層 ) 
処分容器製造およびコンクリートプラント 整粒 砂層 ( 透水層 ) 

処分用廃棄 体 容器は鉄筋コンクリート 製で、 Ⅱ 庄密 施工粘土層 ( 難 透水層 ) 

本の 20 口 J ドラム缶を収納できる 比較的大型容器 砂層 
であ る。 このため容器重量も lot 以上となり、 不 防水膜層 ( ビチューメン ) 

要な 輸送コスト低減の 観点から現場製作が 必要と 砂層 
なっており、 この処分施設の 特色ともなっている。 埋設施設ゾーンの 概要を図一 9 に示す。 

また、 廃棄体の製作に 伴 う 充填同型 化 モルタル (4) 廃棄 体 容器 
の 供給、 コンクリートセルの 天井スラブ打設等の エ ル カ ブリル処分場は、 最終的な廃棄 体 製造 プ 

コンクソートも 併せ集約的に 供給している。 ラントとして 位置付けられ、 原則として、 各原子 
その他の設備 力 施設から輸送されてくる 低レベル廃棄物は、 200 
施設 内 機械装置の補修用のための 補修設備津屋、 p ドラム缶詰に 統一されている。 ここでは、 処分 

事務管理 建屋 、 その他付属 建屋等 が設置されてド 用廃棄 体 容器としては、 構内のコンクリートコン 

O 



テナ製造プラントで 製作される鉄筋コンクリート 
製容器のみが 使用されている。 容器の覚形寸法は 、 

2.25mLX2.25mW,X2.20mH で厚さは約 25cm と 

なっている。 内容積は約 5nT, て     、 自重は約 l5t て 。 

あ る。 この容器は、 2002 ドラム缶 3 X 3 列 2Z 段 、 

合計 18 本を』 X 納し 、 モルタルを充填して 同型化を 

行 う 。 廃棄 体 としての完成重量は、 24t 程度とな 

る - 

(5) 廃棄体の配置 & び 記録管理 
処分施設の運用に 際しては、 可能な限り、 コン 

クリートコンテナに 収納する 2WOi ドラム缶詰廃 

棄物の放射能濃度が 平均化するよう 配慮するとと 
もに、 コンクリートセル こ 。 との放射能濃度も 平均 

化するよう廃棄体の 配置を考慮することとしてい 
る。 また、 コンクリートセル 周辺部の線量率を 低 

減するため、 セル壁面部の 廃棄 体 はその表面線量 
率が 200mR,h 以下のものを 定置している。 

更に、 セル最上段に 定置する廃棄 体は 、 人間候 
入 シナリオの長期放射線防護の 原則に準拠するた 

め、 レベル l 廃棄物の廃棄 体 に限定している。 

処分場操業期間中は、 閉鎖時点での 評価のため 
必要な全ての 管理情報が 2 通作成され、 別々に保 
管されている。 

その情報には 少なくとも以下のものが 含まれて 
いる - 

・廃棄 体 に関するデータ 
コンクリートコンテナの 製作記録、 貯蔵 セ 

ル内の定置位置、 廃棄物発生者、 廃棄物の 
タイプ と 処理プロセス、 放射性核種データ 

・コンクリートセルに 関するデータ 

設計製造記録、 セル密閉後の 年代的技術的 
記録、 セル 内 ドレンの監視記録 

・サイト及び 環境放射能の 監視記録 
スペインでは、 エルカブリ ル の操業により、 20l0 

年 ピ頁 までの個中レベル 放射性廃棄物の 処分が可能 
となったが、 その閉鎖時点以降、 処分システムと 

しての、 安全性確保に 関する性能が 達成できるこ 

とを見通せるよう、 新たな研究課題に 取り組むこ 
とが計画されている。 

( 林 何 % 弄 ) 

センタ一の うごき 

伏
 
ぬ
 
・
・
 し
 
レ
 
%
 
，
 

託
ま
 

受
れ
 

升
ワ
 

i
 

"
"
 

わ
 
4
 
丁
 

 
 度

 

調
査
 
契
約
；
 

託
 

%
 

安
 

5
 

の
 

成
城
 

平
 
㍼
 

の
 

 
 

 
 

末
 

月
 

 
 

 
 

以
降
 

 
 

 
 

月
 

 
 

午
 

 
 

成
 

平
 
委 託 者 調 査 研 究 課 題 契約年月日 

科学技術庁   低レベル放射性廃棄物最終貯蔵 システム安全性実証試験 5. 9. 13 

  高レベル放射性廃棄物に 関する解説書の 作成 5. 9. 13 

  放射性廃棄物埋設施設の 確率論的安全評価手法に 係る調査研究 5. 10. 1 

通商産業省 

電力各社等 

高レベル事業 

推進準備金 

  

  

  

，返還廃棄物の 輸入確認手法調査 

  放射性廃棄物処分高度化システム 確証試験 

・低レベル放射性廃棄物施設貯蔵 安全性実証試験 

・高レベル放射性廃棄物等の 処理・処分に 関するフィージビリティ 調査 

・放射性廃棄物処理処分経済性調査 

  低レベル放射性廃棄物処分可視画像化調査 

・微量成分の 核種移行への 影響に関する 研究 ( その 3) 

  雑 固体廃棄物の 分別方法・基準に 関する研究 

  高レベル放射性廃棄物処分費用の 確保に関する 研究 

5. 10. 1 

5. 10 ・ 1g 

5 . 1o. 1a 

5. 10. 18 

5. 10.18 

5. 10 ・ 29 

5. 9. g 

5. 10. 1 

5 . 11. 10 

編集発行 

ノ
レ
 

 
 

 
 

号
劉
 

5
0
 
叶
 
l
2
 

0
3
 

｜
一
 

一
番
㏄
 

8
 

法
人
原
子
力
環
境
整
備
セ
ン
タ
 

東
京
都
港
区
虎
ノ
 

門
 
目
 

2
T
 

5
 
0
3
-
3
5
0
4
-
l
0
8
l
(
 

)
 
代
表
 

Ⅰ
 
A
X
 

口
鴨
Ⅰ
 

射
干
Ⅱ
 

O
 

り 


